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第14号

地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
に会

長
　
板
花  

守
夫

政
局
の
混
迷
が
続
く
中
、
国
は
食
料
自
給
率
50
％
を
政
策

目
標
と
し
て
い
る
一
方
、
自
給
率
の
低
下
を
招
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

推
進
し
よ
う
と
し
、
農
家
の
混
乱
と
失
望
を
招
き
、
農
家
が

長
期
的
な
展
望
を
持
っ
て
農
業
経
営
に
取
り
組
め
な
い
現
状

で
す
。

一
方
農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
農
産
物
の
価
格
低
迷
、

安
全
性
の
確
保
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
増
加
、
野
生
鳥
獣
被
害
等
、

農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
で
す

が
、
安
曇
野
市
の
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
進
む
べ
き
方
向
と
し

て
実
際
に
直
面
し
て
い
る
重
要
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平

成
28
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
農
業
農
村
振
興
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
社
会
情
勢
の
変
化
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
す
る
農
業
振
興
策
、
農
家
が
安
心
し
て
農
業
経

営
に
取
り
組
め
る
計
画
と
な
る
よ
う
強
く
望
み
ま
す
。
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表紙の写真
安曇野市 去る10月 5日、豊科南小では、

5年生による学校田の稲刈り
が行われました。
　豊科南小では、毎年豊科地
域の農業委員の指導により学
校田での稲作が行われています。



旬
しゅん

の一句・一首
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任
期
満
了
に
伴
い
、
安
曇
野
市
農
業
委
員
会
一
般
選
挙

が
6
月
24
日
告
示
、
7
月
１
日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
、

立
候
補
者
が
定
数
と
同
数
で
あ
っ
た
た
め
、
無
投
票
で
当

選
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
選
挙
委
員
40
名
と
市
議
会
推
薦
、
農
協

推
薦
、
土
地
改
良
区
推
薦
、
農
業
共
済
組
合
推
薦
8
名
を

合
わ
せ
た
48
名
の
農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
の
任
期
は
平
成
27
年
7
月
19
日
ま
で
の
3
年

間
と
な
り
ま
す
。

去
る
7
月
23
日
、
改
選
後
初
と
な
る
臨
時
総
会
が
安
曇

野
市
長
の
招
集
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
第
四
期
の
農
業
委
員

会
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

臨
時
総
会
に
お
い
て
三
役
が
選
出
さ
れ
、
次
の
3
名
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
　
　
長　

　

板
花
　
守
夫
（
い
た
は
な　

も
り
お
）

　

堀
金
三
田
（
田
多
井
区
）

会
長
代
理

　

下
田
　
正
年
（
し
も
だ　

ま
さ
と
し
）

　

豊
科
高
家
（
真
々
部
区
）

副
会
長

　

沖
　
堅
賜
（
お
き　

け
ん
し
）　　

　

明
科
東
川
手
（
上
生
野
区
）

決
定
し
た
農
業
委
員
の
議
席
番
号
と　

担
当
地
区
に
つ

い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
し
い
農
業
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

父
は
は
の

　

姿
の
よ
ぎ
る

　
　

秋
の
暮

　

豊
科
高
家　

下
田 

正
年
委
員

農
終
え
て

　

煙
ひ
と
す
じ

　
　

村
の
秋

　

穂
高
有
明　

矢
ノ
口 

征
子
さ
ん

農
機
具
の
買
い
替
え
時
と

　

通
帳
に
耳
打
ち
す
れ
ど

　
　

返
事
も
ら
え
ず

　

三
郷　

三
澤 

節
雄
委
員

障
子
張
る

　

桟
か
ら
猫
が

　
　

顔
を
出
す

　

堀
金
三
田　

丸
山 

和
加
子
さ
ん

捨
て
ら
れ
し

古
き
畑
に
分
け
入
れ
ば　

わ
れ
ら
の
地
と
ぞ
鹿
の
呼
ぶ
声

　

明
科
七
貴　

請
地 

康
仁
委
員

推薦委員への選任書の交付

地域 氏		名 フリガナ 住所（行政区） 担当地区 備　考 議席
番号

豊
　
　
科

折　野　芳　昭 ｵﾘﾉ	ﾖｼｱｷ 豊科（本村） 上鳥羽・本村 5
横　川　英　子 ﾖｺｶﾜ	ﾋﾃﾞｺ 豊科（下鳥羽） 下鳥羽 議会推薦 10
丸　山　　　昇 ﾏﾙﾔﾏ　ﾉﾎﾞﾙ 豊科（新田） 吉野 ＪＡあづみ推薦 7
高　橋　　　修 ﾀｶﾊｼ	ｵｻﾑ 豊科（新田） 成相・新田 30
降　簱　　　正 ﾌﾘﾊﾀ	ﾀﾀﾞｼ 豊科南穂高（細萱） 寺所・細萱 43
小　林　長　茂 ｺﾊﾞﾔｼ	ﾅｶﾞｼｹﾞ 豊科南穂高（重栁） 踏入・重柳 6
下　田　正　年 ｼﾓﾀﾞ	ﾏｻﾄｼ 豊科高家（真々部） 真々部 会長代理 47
竹　内　啓　司 ﾀｹｳﾁ	ｹｲｼﾞ 豊科高家（飯田） 飯田・下飯田・中曽根 19
中　島　完　二 ﾅｶｼﾞﾏ		ｶﾝｼﾞ 豊科高家（熊倉） 熊倉 豊科地域長 11
小　倉　紀　男 ｵｸﾞﾗ	ﾉﾘｵ 豊科田沢（徳治郎） 徳治郎 農業共済組合推薦 42
山　﨑　完　好 ﾔﾏｻﾞｷ	ｻﾀﾞﾖｼ 豊科田沢（田沢） 田沢 4
平　林　孝　男 ﾋﾗﾊﾞﾔｼ	ﾀｶｵ 豊科光（光） 小瀬巾・大口沢・光 31

穂
　
　
高

古　畑　袈裟勝 ﾌﾙﾊﾀ	ｹｻｶﾂ 穂高（矢原） 矢原・白金 穂高地域長 41
黒　岩　卓　郎 ｸﾛｲﾜ	ﾀｸﾛｳ 穂高（等々力町） 等々力町・等々力・穂高町 25
飯　沼　克　彦 ｲｲﾇﾏ	ｶﾂﾋｺ 穂高（穂高） 穂高 22
髙　山　忠　士 ﾀｶﾔﾏ	ﾀﾀﾞｼ 穂高北穂高（狐島） 狐島・青木花見 3
臼　井　史　子 ｳｽｲ	ﾌﾐｺ 穂高北穂高（青木花見）島新田 議会推薦 26
胡　桃　寿　明 ｸﾙﾐ	ﾄｼｱｷ 穂高有明（橋爪） 橋爪・耳塚 23
曽根原　富一郎 ｿﾈﾊﾗ	ﾄﾐｲﾁﾛｳ 穂高有明（富田） 富田・豊里 33
等々力　史　記 ﾄﾄﾞﾘｷ	ﾌﾐﾉﾘ 穂高有明（嵩下） 嵩下・小岩嶽 21
矢野口　隆　三 ﾔﾉｸﾁ	ﾀｶﾐ 穂高有明（新屋） 新屋・宮城 45
内　山　和　明 ｳﾁﾔﾏ	ｶｽﾞｱｷ 穂高有明（立足） 立足・古厩 16
藤　原　正　三 ﾌｼﾞﾜﾗ	ﾏｻﾐﾂ 穂高牧（牧） 牧 39
藤　原　文　夫 ﾌｼﾞﾜﾗ	ﾌﾐｵ 穂高柏原（塚原） 久保田・塚原 20
望　月　重　俊 ﾓﾁﾂﾞｷ	ｼｹﾞﾄｼ 穂高柏原（柏原） 柏原・柏矢町 35

三
　
　
郷

塚　田　善　久 ﾂｶﾀﾞ	ﾖｼﾋｻ 三郷小倉（北小倉） 北小倉 29
宮　坂　七　郎 ﾐﾔｻｶ	ｼﾁﾛｳ 三郷小倉（室町） 南小倉・室町 32
中　田　平　男 ﾅｶﾀ	ﾋﾗｵ 三郷小倉（東小倉） 東小倉 44
三　澤　豊　生 ﾐｻﾜ	ﾄﾖｵ 三郷温（野沢） 野沢・上長尾（県道小倉線南） 三郷地域長 12
三　澤　節　雄 ﾐｻﾜ	ｾﾂｵ	 三郷温（下長尾） 下長尾・上長尾（県道小倉線北） 18
細　田　　　久 ﾎｿﾀﾞ	ﾋｻｼ 三郷温（住吉） 楡・住吉 17
西　澤　雅　昭 ﾆｼｻﾞﾜ	ﾏｻｱｷ 三郷明盛（一日市場） 一日市場 14
小　松　盛　次 ｺﾏﾂ	ﾓﾘｼﾞ 三郷明盛（及木） 二木・及木 1
宮　澤　貞　仁 ﾐﾔｻﾞﾜ	ｻﾀﾞﾋﾄ 三郷明盛（中萱） 中萱 13
丸　山　多　江 ﾏﾙﾔﾏ	ﾀｴ 三郷明盛（七日市場） 七日市場 議会推薦 28

堀
　
　
金

萩　原　福　和 ﾊｷﾞﾜﾗ	ﾖｼｶｽﾞ 堀金烏川（岩原） 岩原・倉田 8
小　澤　　　忍 ｵｻﾞﾜ	ｼﾉﾌﾞ 堀金烏川（上堀） 上堀 堀金地域長 24
丸　山　明　男 ﾏﾙﾔﾏ	ｱｷｵ 堀金烏川（中堀） 中堀 15
深　澤　正　人 ﾌｶｻﾜ	ﾏｻﾄ 堀金烏川（下堀） 下堀 ( 道北、北村、田屋村、道南）土地改良区推薦 40
須　澤　佳　正 ｽｻﾞﾜ	ﾖｼﾏｻ 堀金烏川（下堀） 下堀（田甫、巾上、下村） 9
長　瀬　ひさ美 ﾅｶﾞｾ	ﾋｻﾐ 堀金烏川（扇町） 扇町 議会推薦 36
丸　山　栄　一 ﾏﾙﾔﾏ	ｴｲｲﾁ 堀金三田（小田多井） 小田多井・田尻 27
板　花　守　夫 ｲﾀﾊﾅ	ﾓﾘｵ 堀金三田（田多井） 田多井 会　長 48

明
　
　
科

青　木　武　良 ｱｵｷ	ﾀｹﾖｼ 明科東川手（潮） 大足 ＪＡ松本ハイランド推薦 34
池　上　洋　助 ｲｹｶﾞﾐ	ﾖｳｽｹ 明科中川手（宮中） 光・中川手 明科地域長 37
沖　　　堅　賜 ｵｷ	ｹﾝｼ 明科東川手（上生野） 東川手 副会長 46
請　地　康　仁 ｳｹｼﾞ	ﾔｽﾋﾄ 明科七貴（上押野） 上押野・下押野・塩川原 2
落　合　忠一郎 ｵﾁｱｲ	ﾁｭｳｲﾁﾛｳ 明科七貴（荻原） 荻原・南陸郷 38
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一
方
水
稲
の
方
は
ほ
場
整
備
に
と
も
な
い
農

業
機
械
も
大
型
化
し
近
隣
農
家
の
高
齢
化
等
に

よ
り
農
地
を
借
り
入
れ
、
規
模
拡
大
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
安
全
、
安
心
、
そ
し
て
お

い
し
い
お
米
」
の
生
産
に
力
を
入
れ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
玉
ね
ぎ
を
転
作
作
物
に
取
り
入
れ
て
か

ら
、
8
年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
失
敗
も
あ

り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
の
ご
指
導
と
、
玉
ね
ぎ
作

り
の
先
輩
農
家
の
助
言
等
に
よ
り
昨
年
と
一
昨

年
と
連
続
で
Ｊ
Ａ
そ
菜
専
門
委
員
会
に
よ
り
最

優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
栄
誉
を
玉
ね
ぎ
作
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

し
て
こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う
力
を
入
れ
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

農
業
は
文
字
ど
お
り
自
然
相
手
の
職
業
で

す
か
ら
、
創
意
と
工
夫
、
そ
し
て
生
産

コ
ス
ト
を
い
か
に
し
て
下
げ
る
か
を
考
え
な
が

ら
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

私
が
農
業
高
校
を
卒
業
し
た
の
は
昭
和
58

年
で
し
た
。
そ
の
当
時
、
家
で
は
減
反

の
作
物
と
し
て
、
切
花
の
菊
を
栽
培
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
な
ん
と
な
く
花
作
り
も
い
い
か

な
と
思
い
、
先
生
の
す
す
め
も
あ
り
卒
業
と
同

時
に
愛
知
県
渥
美
半
島
の
菊
栽
培
農
家
へ
一
年

間
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
重
柳
地
区
も
ほ
場
整
備
が
始
ま
り
、

そ
の
結
果
水
持
ち
の
よ
い
水
稲
向
き
の
ほ
場
に

変
わ
り
、
畑
作
物
的
な
菊
栽
培
に
は
排
水
不
良

と
な
り
よ
い
花
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
か
ね
て
か
ら
考
え
て
い
た
ト
マ
ト
の

水
耕
栽
培
を
取
り
入
れ
よ
う
と
千
葉
県
の
種
苗

会
社
の
実
習
農
場
へ
一
年
間
研
修
に
行
き
そ
こ

で
得
た
知
識
と
経
験
を
も
と
に
14
ａ
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
を
建
て
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

少
し
ト
マ
ト
作
り
の
自
信
が
つ
い
て
き
た

と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
平
成
10
年
の
豪

雪
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
し
、
途
方
に
く
れ

ま
し
た
が
、
父
と
も
相
談
し
鉄
骨
ハ
ウ
ス
7
ａ

2
棟
を
建
て
、
今
度
は
葉
物
野
菜
を
作
る
こ
と

に
し
ま
し
た
が
、
収
穫
時
の
忙
し
さ
に
加
え
、

市
況
の
低
迷
等
に
よ
り
5
年
程
前
に
野
菜
栽
培

を
断
念
し
ま
し
た
。

今
で
は
一
棟
を
水
稲
の
育
苗
用
に
使
用

し
、
一
棟
は
休
耕
中
で
す
。

山
やまだ

田　貴
き み ひ こ

美彦さん（47）
（豊科　重柳地区）
妻、父、子供と 7人暮らし

経営面積
水田…………………… 740a
小麦…………………… 300a
玉ねぎ…………………… 60a
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安
曇
野
市
は
平
成
17
年
に
5
町
村
が
合
併

し
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
田
園
都

市
構
想
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
地

が
「
水
に
恵
ま
れ
」、「
天
候
（
日
照
時
間
）
に

恵
ま
れ
」、「
北
ア
ル
プ
ス
を
含
む
景
色
に
恵
ま

れ
」
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
ら
は
、
郷
土
の
宝
だ
と
い
え
ま
す
。

　

農
業
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
美
し
い

郷
土
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
て
行
く
役
目
が
あ

る
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
農
業
に
従
事
し
て
か
ら
農
業
の
奥
深
さ

（
こ
れ
で
良
い
と
い
う
限
界
が
な
い
）
と
食
の

原
点
と
し
て
の
大
切
さ
を
ま
す
ま
す
実
感
し
て

お
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
農
業
を
創
造
し
実
践
し
て
い
く

こ
と
は
農
業
に
生
き
る
私
た
ち
一
人
一

人
の
役
目
で
も
あ
り
務
め
で
も
あ
る
と
考
え
、

若
い
人
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て
進
ん
で
就
農
で

き
る
様
な
農
業
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
体
の

動
く
限
り
農
業
を
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

私
は
、
平
成
15
年
11
月
陸
上
自
衛
隊
を
定

年
退
官
し
そ
の
ま
ま
就
農
、
こ
の
11
月

で
9
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

農
業
を
す
る
こ
と
は
在
隊
中
か
ら
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
55
歳
の
定
年
か
ら
64
歳
の
年
金

受
給
ま
で
の
生
活
を
支
え
る
為
に
は
少
な
い
農

地
で
の
米
・
野
菜
作
り
だ
け
で
は
困
難
と
考
え
、

3
棟
で
15
ａ
の
ハ
ウ
ス
を
構
築
し
、イ
チ
ゴ
（
章

姫
）
の
水
耕
栽
培
を
行
う
決
心
を
し
ま
し
た
。

退
官
し
て
そ
の
ま
ま
農
業
に
移
行
で
き
る
よ

う
在
職
中
の
6
月
に
は
定
植
株
の
育
成
を
開
始

し
、
8
月
に
は
ハ
ウ
ス
を
完
成
さ
せ
9
月
に
は
定

植
を
行
い
11
月
退
官
と
同
時
に
就
農
し
ま
し
た
。

農
業
に
従
事
し
て
か
ら
は
手
探
り
の
イ
チ

ゴ
栽
培
で
し
た
が
、
幸
い
近
く
に
同
じ

方
式
で
栽
培
す
る
農
園
が
あ
り
、
そ
の
指
導
・

助
言
を
受
け
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
年
間
を
通
じ
て
イ
チ
ゴ
栽
培
を
行

う
た
め
に
、
一
棟
の
ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
の
定
植

株
の
育
成
と
キ
ュ
ウ
リ
の
栽
培
を
、
そ
し
て
34

ａ
の
水
田
で
の
水
稲
栽
培
と
借
地
に
お
け
る

白
ネ
ギ
苗
箱
百
ケ
ー
ス
、
ト
マ
ト
（
桃
太
郎
）

１
２
０
株
の
栽
培
も
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
域
に
お
け
る
遊
休
農
地
の
増
加

や
後
継
者
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
当
面
私
を
含
む
団
塊
世
代
の
人
た
ち

が
地
域
農
業
に
従
事
し
、
魅
力
あ
る
農
業
の
育

成
と
若
い
担
い
手
へ
の
橋
渡
し
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

がんばる農業者 がんばる農業者

市
いちかわ

川　末
すえと

登さん（64）
（明科　中川手町区）
妻、息子と 3人暮らし

経営面積
水田……………………… 34a
ビニールハウス………… 15a
　（イチゴ章姫　　5a× 2棟）
　（定植株育成・キュウリ　1棟）
白ネギ………（苗箱× 100箱）
トマト……（桃太郎　120株）

がんばる農業者 がんばる農業者
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ファーマーズガーデンあかしなのご紹介

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
管
内
に
は
、
波
田
地
区

の
ス
イ
カ
、
山
形
地
区
の
長
芋
、
朝
日

地
区
の
白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
、
今
井
地
区
の
果
樹

等
々
特
産
物
が
沢
山
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
各
直

売
所
の
出
荷
品
目
も
異
な
っ
て
き
ま
す
。
各
直

売
所
の
不
足
分
を
補
う
た
め
と
、
品
揃
え
の
充

実
等
の
目
的
で
店
舗
間
を
配
送
車
エ
キ
ス
プ
レ

ス
号
が
運
行
し
て
農
産
物
の
移
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

あ
か
し
な
店
も
、
オ
ー
プ
ン
７
年
と
な
り

年
々
出
荷
量
も
増
え
、
売
り
上
げ
も
伸

び
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
今
課
題
も
増
え
て

ま
い
り
ま
し
た
。
冬
場
の
農
産
物
の
確
保
、
ス

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
あ
か
し
な
は
、

安
曇
野
市
明
科
七
貴
の
県
道
大
町
明
科

線
沿
い
犀
川
橋
の
袂
に
位
置
し
ま
す
。
地
元
農

業
の
活
性
化
、
地
元
農
家
の
所
得
の
向
上
、
地

元
雇
用
の
創
出
及
び
地
産
地
消
の
促
進
を
計
る

た
め
、
平
成
17
年
度
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金

を
受
け
産
地
形
成
促
進
施
設
（
地
場
農
産
物
直

売
所
）
と
し
て
平
成
17
年
12
月
23
日
に
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
業
協
同
組
合
と
直
売
所

会
員
で
組
織
さ
れ
る
直
売
部
会
で
管
理
運
営
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
現
在
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

は
4
店
舗
あ
り
、
あ
か
し
な
店
は
松
本
ハ
イ
ラ

ン
ド
管
内
の
北
部
地
区
、
主
に
明
科
・
生
坂
・

筑
北
・
四
賀
地
区
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
会
員

も
年
々
増
加
し
現
在
３
８
８
名
の
会
員
が
登
録

し
て
お
り
ま
す
。

出
荷
品
目
と
し
て
は
、
四
季
折
々
の
野
菜

を
中
心
に
、
は
ぜ
掛
け
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

き
び
等
雑
穀
類
、
た
け
の
こ
（
は
ち
く
）、
ぶ

ど
う
、
り
ん
ご
他
各
種
果
物
、
地
粉
を
使
っ
た

灰
焼
き
お
や
き
、
豆
腐
、
味
噌
、
漬
物
、
リ
ン

ゴ
ジ
ュ
ー
ス
等
々
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
客
様
に
感
謝
の
意
味
も
込
め
て
、
年
間
を

通
じ
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、六
月
「
た
け
の
こ
祭
り
」、八
月
「
ス

イ
カ
祭
り
」、九
月
「
巨
峰
祭
り
」、十
一
月
「
周

年
祭
」
等
行
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

安
曇
野
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー

は
、
果
物
作
り
に
情
熱
を
注
ぐ
5
人

の
生
産
者
が
発
起
人
と
な
り
平
成
9

年
三
郷
小
倉
に
事
務
所
を
構
え
て
設

立
し
ま
し
た
。
昨
今
の
農
業
環
境
を

取
り
巻
く
様
々
な
問
題
へ
の
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
と
な
る
べ
く
メ
ン
バ
ー
一
同

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

生
産
品
目
は
42
種
類
の
リ
ン
ゴ

と
、
西
洋
ナ
シ
を
含
む
10
種
類
、
13

種
類
の
桃
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
長
野
県
と
安
曇

野
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、
全

国
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
の
対
面
販

売
を
中
心
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
よ
り
見
え
て
き
た
消
費

者
の
求
め
る
果
物
像
を
具
現
化
す
る

べ
く
、
本
年
度
か
ら
は
外
的
六
次
産

業
化
を
図
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
、
中
卸
業
、

農
家
が
タ
ッ
グ
を
組
み
そ
れ
ぞ
れ
の

得
意
分
野
で
努
力
す
る
と
と
も
に
、

営
業
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

や
は
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
プ

ロ
が
行
っ
た
方
が
効
率
的
か
つ
リ
ス

ク
も
回
避
で
き
ま
す
。
農
家
が
生
産

に
専
念
で
き
な
い
よ
う
で
は
本
末
転

倒
で
す
か
ら
。

　

味
本
位
の
農
産
物
の
提
供
の
た

め
、
独
自
の
厳
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
設
け
、
一
つ
上
の
安
心
安
全
を
消

費
者
に
届
け
る
た
め
、
減
農
薬
や
減

肥
、
ま
た
草
生
栽
培
や
除
草
剤
の
未

使
用
等
に
取
り
組
み
、
新
た
な
栽
培

技
術
や
新
品
種
の
栽
培
試
験
及
び
販

売
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
今
消
費
者

が
求
め
る
果
物
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
提

供
す
る
べ
く
、
生
産
者
が
プ
ラ
イ
ド

を
持
ち
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
増
加
傾
向
の
遊
休
農

地
対
策
の
た
め
メ
ン
バ
ー
が
力
を
合

わ
せ
る
事
に
よ
り
借
り
受
け
、
生
産

量
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と

も
に
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
に
努

め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
少

し
で
も
多
く
の
農
地
を
荒
廃
よ
り
守

る
た
め
メ
ン
バ
ー
一
同
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
後
継
者
対
策
、
か

っ
こ
い
い
農
業
の
実
現
の
た
め
努
力

い
た
し
ま
す
。
後
継
者
に
「
農
業
っ

て
儲
か
る
し
、
何
か
面
白
そ
う
だ
」

と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け

に
な
れ
た
ら
幸
い
で
す
。

　

法
人
化
す
る
こ
と
に
よ
り
見
え
て

き
た
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、や
っ
て
見
た
い
け
ど
リ

ス
ク
の
た
め
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る

農
家
の
手
助
け
が
で
き
た
ら
、
こ
の

果
物
の
栽
培
に
適
し
た
安
曇
野
の
農

業
の
将
来
は
明
る
い
と
思
い
ま
す
。

　

誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
が
来
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

安
曇
野
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
は

門
を
開
け
て
挑
戦
し
て
み
た
い
農
家

を
待
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。　

ー
パ
ー
の
低
価
格
販
売
の
影
響
等
に
よ
る
来
客

数
の
減
少
、
異
常
気
象
に
よ
る
農
産
物
へ
の
影

響
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
出
荷
農
産
物
の
減

少
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

地
元
農
家
の
生
産
意
欲
、
生
産
力
向
上
の

た
め
に
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
、
そ
の

為
に
も
今
後
と
も
よ
く
売
れ
る
直
売
所
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
消
費
者
に
は
安
心
安
全
及
び
生

産
者
の
顔
の
見
え
る
地
元
農
産
物
が
提
供
で
き

る
場
と
し
て
、
地
元
農
業
の
活
性
化
に　

取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あかしな店長　金子　正志
㈱
安
曇
野
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
の
取
り
組
み

代
表
取
締
役
　
布 
山
　
繁
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今
日
、
食
の
安
全
、
安
心
が
叫
ば
れ
て

い
る
中
で
、
昨
年
3
月
11
日
、
未
曾
有
の

被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
、
又
、

大
津
波
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
爆
発
事
故
に
よ
り
大
気
に
拡
散
さ
れ
た

放
射
性
物
質
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
各
地

域
に
も
た
ら
せ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
輪
を
か
け
た
の
が
地

球
温
暖
化
に
よ
る
こ
の
夏
の
暑
さ
は
異
常

な
程
で
今
後
が
心
配
に
な
り
ま
す
。

見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
病
害
虫
の
発

生
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

環
境
、
栽
培
様
式
の
変
化
、
多
様
化
等

改
め
て
安
全
対
策
を
考
慮
し
な
い
と
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
農
薬
の
取
り
扱
い
が
第

一
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
多
種
多
様
な
農

産
物
に
農
薬
の
使
い
分
け
に
よ
る
と
こ
ろ

の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
取
り
組
み
に

な
お
一
層
の
努
力
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　

編
集
委
員
長　

三
澤　

節
雄

編 集 後 記

おふくろの味
か
ぼ
ち
ゃ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

材
　
料

　

・
か
ぼ
ち
ゃ　
　

２
０
０
グ
ラ
ム

　

・
砂
糖　
　
　
　

１
５
０
～
２
０
０
グ
ラ
ム

　

・
生
ク
リ
ー
ム　

２
０
０
グ
ラ
ム

作
り
方

① 

か
ぼ
ち
ゃ
を
切
っ
て
３
分
～
５
分
ゆ
で
、皮（
青

い
と
こ
ろ
）
を
き
れ
い
に
む
い
て
、
さ
ら
に
や

わ
ら
か
く
な
る
ま
で
ゆ
で
る
。

② 

ゆ
で
あ
が
っ
た
①
を
水
切
り
し
て
つ
ぶ
す
。

（
裏
ご
し
す
る
と
尚
良
い
）

③ 

生
ク
リ
ー
ム
を
角
が
立
つ
く
ら
い
ま
で
あ
わ
立

て
る
。

④ 

③
に
砂
糖
と
②
を
入
れ
、
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

⑤ 
容
器
に
移
し
、
冷
凍
庫
で
冷
や
す
。

　

暖
か
い
お
部
屋
で
冷
た
い
ア
イ
ス
。

　

い
か
が
で
す
か
？

長
瀬　

ひ
さ
美
委
員

発行日・購読料
　毎週金曜日発行
　月 600円「送料、税込み」

申し込み方法
　農業委員会で随時受付を行っ
ていますので、問い合わせてく
ださい。

みなさんの購読のお申し込みをお待ちしております
－　全国農業新聞を購読してみませんか　－

全国農業新聞は　
　全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農業委員会系統組織が発行
する農業総合専門紙です。
　「週刊」の時間を生かし、情報がわかりやすいよう解説的にまとめていま
す。
　また、多くの読者の皆様に満足して頂けるよう、家族全員が楽しめる記
事も充実しています。
　さらに、全国 47都道府県にある支局の県版・地方版の充実により、地域

の元気で特徴ある明るい話題や地域独自のイベント情報などの提供に努め

ています。


